
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東京2020パラリンピック競技大会 バドミントン競技」 

鈴木亜弥子選手の日本代表内定について 

News Release 2021年 5月 28日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。   もっと、ずっと、地域と共に。 

２０２１年５月２５日、一般社団法人日本障がい者バドミントン連盟より、「東京２０２０パラ

リンピック競技大会バドミントン競技」における日本代表内定選手が発表され、当行に勤務する 

鈴木亜弥子選手が日本代表に内定しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１．選手プロフィール 

 

氏   名 鈴木 亜弥子 

競   技 バドミントン 

ク ラ ス SU5 

出場クラス 女子シングルス、女子ダブルス 

年   齢 34 歳 

 
２．主な成績 

日 付 大会名 成 績 

2019 年 9月 
中国 パラバドミントンインターナショナル

2019 

女子シングルス準優勝 

女子ダブルス準優勝 

2019 月 10月 
デンマーク  パラバドミントンインター  

ナショナル 2019 

女子シングルス優勝 

女子ダブルス優勝 

2019 年 11月 
日本 パラバドミントンインターナショナル

2019 

女子シングルス優勝 

女子ダブルス準優勝 

2020 年 12月 
第 6 回 DAIHATSU 日本障がい者バドミントン

選手権大会 
女子シングルス優勝 

 

    ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であり、17の

ゴールと、169のターゲットから構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ もっと、ずっと、地域

と共に。～」を表明しました。  

 
（関連するＳＤＧｓ） 

以 上 

 

 


